
静岡県

韓国

浙江省

モンゴル

中国

モンゴルウランバートルで教育・文化・科学省のガントゥムル大臣と
「教育・文化・科学分野」の協力に関する覚書を調印。

ドルノゴビ県のガンホヤク知事と会談。青少年交流の重要性について
共通認識を深めた。

ソウル大学国際大学院において、「ポスト東京時代と新しい日韓関係－
「ふじのくに」からたどる日韓交流の流れ－」と題して、川勝知事が日本
研究者らを対象に講演。

忠清南道の安熙正（アン・ヒジョン）知事と対談。友好協定３周年を記念
する事業の実施等、一層の交流拡大に取り組むことを確認。

浙江省で開催された友好交流卓球大会の始球式の後、参加者に手を
振る川勝知事と李省長。当日、256人の両県省の選手が卓球で競い合う。

夏宝龍中国共産党浙江省委員会書記との会談。夏宝龍書記から川勝知
事に対し、訪問団の来浙への感謝の言葉とともに、静岡県民に「くれぐれ
もよろしく伝えてほしい」との言葉が伝えられる。

世界クラスの場の力で

地域外交をリード。

　

1
9
8
2
年
の
友
好
交
流
協
定
締
結

以
来
、静
岡
県
と
中
国
・
浙
江
省
は
、防

災
、環
境
保
護
、経
済
、農
業
、医
療
衛
生
、

教
育
、文
化
・
音
楽
、観
光
な
ど
の
分
野
で

幅
広
い
交
流
を
深
め
て
き
た
。今
年
8

月
に
は
、昨
年
袋
井
市
で
開
催
さ
れ
た

「
静
岡
県
・
浙
江
省
友
好
交
流
卓
球
大
会
」

の
答
礼
大
会
が
浙
江
省
で
行
わ
れ
、知

事
を
団
長
と
す
る
1
2
8
人
の
訪
問
団

が
同
省
の
湖
州
市
を
訪
れ
た
。競
技
は

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
、一
般
、　

歳

以
上
、　

歳
以
上
、　

歳
以
上
に
分
か
れ

て
シ
ン
グ
ル
戦
を
行
な
い
、各
年
代
で

熱
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。会
場
に
は

互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う
言
葉
と
と
も

に
、再
会
を
喜
ぶ
声
も
多
数
響
き
渡
り
、

両
県
省
の
絆
の
深
さ
を
再
認
識
す
る
大

会
と
な
っ
た
。特
筆
す
べ
き
は
訪
問
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
知
事
と
李
強
省
長

並
び
に
夏
宝
龍
書
記
と
の
会
談
だ
。会

談
で
は
、今
後
環
境
や
健
康
・
長
寿
・
介
護

の
分
野
に
お
い
て
両
県
省
の
交
流
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、中
国
の
地

方
政
府
に
お
い
て
共
産
党
及
び
政
府
の

指
導
者
が
共
に
対
応
す
る
の
は
最
高
の

礼
遇
で
あ
り
、　

年
に
お
よ
ぶ
両
県
省

の
親
密
ぶ
り
を
改
め
て
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
形
と
な
っ
た
。

　

2
0
1
1
年
に
友
好
協
定
を
締
結
し

た
静
岡
県
と
モ
ン
ゴ
ル
・
ド
ル
ノ
ゴ
ビ
県

と
の
交
流
は
ま
だ
5
年
に
満
た
な
い
。し

か
し
、長
年
の
国
際
交
流
で
培
っ
た
外
交

力
を
背
景
に
、両
県
の
関
係
は
急
速
に
深

ま
っ
て
い
る
。今
年
も
8
月
に
知
事
を
団

長
と
す
る
交
流
団
を
モ
ン
ゴ
ル
へ
派
遣

し
、サ
イ
ハ
ン
ビ
レ
グ
首
相
を
含
む
5
人

の
大
臣
と
面
会
す
る
な
ど
、政
府
機
関
と

の
関
係
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、ド
ル
ノ

ゴ
ビ
県
の
ガ
ン
ホ
ヤ
ク
知
事
と
は
青
少

年
交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
深
め
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
成
果
が
多
い
。首
都
の

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
行
わ
れ
た
政
府
関

係
機
関
と
の
会
談
で
、教
育
・
文
化
・
科
学

省
の
ガ
ン
ト
ゥ
ム
ル
大
臣
と「
教
育
・
文

化
・
科
学
分
野
」の
協
力
に
関
す
る
覚
書

を
調
印
。ま
た
、保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
省
で
は

焼
津
市
長
と
伊
豆
の
国
市
長
が
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
か
か

る
覚
書
を
調
印
し
た
。ま
た
、食
糧
・
農
牧

省
で
は
農
業
分
野
、産
業
省
で
は
工
業
分

野
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
関
係
づ
く
り

を
確
認
し
て
い
る
。静
岡
県
と
モ
ン
ゴ
ル

は
こ
う
し
た
関
係
性
を
土
台
に
し
て
、経

済
や
人
的
交
流
を
深
め
な
が
ら
、双
方
の

メ
リ
ッ
ト
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

5
年
足
ら
ず
で
築
い
た
濃
密
な
信
頼

関
係
。こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
地
域
外
交
の

大
き
な
原
動
力
だ
。

　

2
0
1
3
年
に
友
好
協
定
を
締
結
し

た
静
岡
県
と
韓
国
・
忠
清
南
道（
チ
ュ
ン

チ
ョ
ン
ナ
ム
ド
）と
の
交
流
も
経
済
、文

化
、教
育
な
ど
の
分
野
で
進
ん
で
い
る
。

今
年
は
同
道
か
ら
の
招
待
を
受
け
、9

月
に
知
事
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
を
派

遣
。同
道
庁
で
行
わ
れ
た「
東
ア
ジ
ア
地

方
政
府
3
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
出
席
し
、

本
県
が
推
進
す
る「
ふ
じ
の
く
に
食
の

都
づ
く
り
」を
P
R
し
た
。さ
ら
に
同
月
、

本
県
大
学
生
が
忠
清
南
道
を
訪
れ
、現

地
の
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、両
県
道
の
将
来
を
担
う
青
少
年

同
士
の
交
流
を
促
進
し
た
。

　

現
在
、韓
国
で
は
食
品
関
連
の
輸
出

拡
大
を
目
的
と
し
た
食
品
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
の
造
成
を
国
家
戦
略
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
る
が
、そ
の
運
営
を
担
う「
国

家
食
品
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
セ
ン
タ
ー
長
が
知
事
と
会
談
。先
方

は
本
県
の
新
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー「
フ
ー

ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
」と
の
連
携
に

強
い
意
欲
を
示
し
た
。

　

ま
た
、韓
国
の
実
質
的
な
ナ
ン
バ
ー
2

と
も
い
わ
れ
る
大
統
領
秘
書
室
長
の
李

丙
琪（
イ
・
ビ
ョ
ン
ギ
）氏
と
も
面
談
を
果

た
し
た
。地
方
政
府
の
訪
問
団
に
対
し
て

秘
書
室
長
が
対
応
す
る
の
は
極
め
て
異

例
で
あ
り
、韓
国
と
の
交
流
に
積
極
的
な

本
県
に
対
す
る
、韓
国
政
府
の
期
待
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。ソ
ウ
ル
大
学
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
同
大
学
で
知
事
が
講
演

し
た
こ
と
も
本
県
に
対
す
る
関
心
の
強

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

静
岡
県
と
忠
清
南
道
の
関
係
は
7
世

紀
の「
白
村
江
の
戦
い
」ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
、江
戸
時
代

に
本
県
を
何
度
も
往
来
し
た
朝
鮮
通
信

使
や
、彼
ら
を
駿
府
城
に
て
歓
待
し
、朝

鮮
王
朝
と
の
平
和
外
交
を
重
ん
じ
た
徳

川
家
康
公
な
ど
、日
韓
の
平
和
的
な
交

中
国
・
浙
江
省
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
編

ふ
じ
の
く
に
の
地
域
外
交

流
の
歴
史
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
場

で
あ
り
、そ
う
し
た
歴
史
的
な
縁
を
基

に
し
た
本
県
と
韓
国
と
の
交
流
は
国
レ

ベ
ル
の
外
交
に
一
石
を
投
じ
る
可
能
性

を
も
有
し
て
い
る
。

　

今
年
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、静
岡

県
は
中
国
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
へ
訪
問
団

を
派
遣
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
と
友

好
の
絆
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、経

済
、農
業
、教
育
、文
化
、観
光
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
将
来
に
つ
な
が
る
大
き

な
成
果
を
あ
げ
た
。今
後
、そ
の
地
域
外

交
の
基
盤
を
生
か
し
て
、企
業
レ
ベ
ル
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
広
が
っ
て
い

け
ば
海
外
に
お
け
る
静
岡
県
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
は
益
々
高
ま
り
、多
大
な
メ
リ
ッ
ト

を
生
み
出
す
に
違
い
な
い
。

将
来
に
向
け
戦
略
的
な
交
流
を
展
開
す
る
こ
と
で
、国
際
的
な
存
在
感
を
高
め
て
い
く
静
岡
県
の
地
域
外
交
。

中
国
・
浙
江
省
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
と
の
交
流
を
通
し
て
見
え
て
き
た
静
岡
県
の
外
交
力
と
将
来
性
を
紹
介
す
る
。

ふ
じ
の
く
に
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

割
引
料
金
で
県
内
宿
泊
旅
行
が
で
き
る「
ふ
る
さ
と
割
」
商
品
が
期
間
限
定
で
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
静
岡
を
訪
れ
静
岡
の
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
「
ハ
ロ
ー
ナ
ビ
し
ず
お
か
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）　

問
合
せ
：
県
観
光
振
興
課　

０
５
４
ー

２
２
１
ー

３
６
３
７ 

円
熟
期
を
迎
え
た
浙
江
省
と
の
関
係

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
外
交

国
を
も
動
か
す
韓
国
と
の
関
係

静
岡
県
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
確
立
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